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東武線から北越谷側を望む俯瞰画像

北越谷小学校付近より新設橋梁を望む俯瞰画像 北越谷地内の道路整備イメージ画像

出津橋周辺の横断方法について

○ 出津橋については、現在、市道と接続し、北越谷地内へ直接アクセスが可能である
が、浦和野田線が整備されると、高低差の関係から、現在の箇所で横断出来なくなる。

○ 出津橋の東西にそれぞれ整備予定の横断箇所において、横断することは出来るが、
出津橋を利用する歩行者・自転車が非常に多く、信号機による交差点では交通を処理
しきれないことが判明したため、立体横断施設（横断歩道橋）の設置を検討する。

○ 検討案としては、スロープと階段を組み合わせた案や出津橋と歩道橋を一体化させ
た案、斜路付き階段の案、本線を半地下構造にする案などを検討した。

○ 横断歩道橋の設置により、整備予定の交差点との利用者の分散が見込まれる。
○ 本線半地下案については、利便性には優れるものの、冠水の恐れや堤防の安定を損
なう恐れがある。

出津橋箇所の横断図

スロープ＋階段案 本線半地下案

生活環境（騒音等）対策ついて

出典：道路交通騒音対策の参考資料（国総研）

整備前 整備後

舗装の
修繕

ひび割れやわだちの改善 → 振動の抑制

振動レベル

(dB)
震度 人の感覚 屋内の状況

85～95 4

かなりの恐怖感があり、一部の人

は、身の安全を図ろうとする。

眠っている人のほとんどが、目を

覚ます。

つり下げ物は大きく揺れ、棚にある

食器類は音を立てる。

座りの悪い置物が、倒れることがあ

る。

75～85 3

屋内にいる人のほとんどが、揺れ

を感じる。

恐怖感を覚える人もいる。

棚にある食器類が、音をたてること

がある。

65～75 2

屋内にいる人の多くが、揺れを感

じる。

眠っている人の一部が、目を覚ま

す。

電灯などのつり下げ物が、わずかに

揺れる。

55～65 1
屋内にいる人の一部が、わずかな

揺れを感じる。
コップ等の水がわずかに揺れる。

55以下 0 人は揺れを感じない。
振動の予測値 約53dB参考文献：気象庁震度階級関連解説表

騒音・振動の目安及び道路整備後の予測値

騒音・振動の対策事例

・排水性舗装の敷設
・舗装の平坦性確保

【問合せ先】

騒音の予測値
昼間

夜間

出典：全国環境研協議会 騒音小委員会

約68ｄB

約63ｄB

・遮音壁の設置

出典：積水樹脂株式会社カタログ

※ ご意見やご質問については、担当職員にお伝えいただくか、ご意見用紙に記載いただ
き提出をお願いいたします。



事業箇所 ： 越谷市神明町２丁目 ～ 越谷市北越谷５丁目

延 長 ： 約１．３ｋｍ（国道４号～県道大野島越谷線）

標準幅員 ： ２５ｍ（４車線、両側歩道）

【他の関連事業】
・元荒川にかかる新たな橋梁整備に伴い前後区間の河川改修を実施

（埼玉県総合治水事務所）

・出津橋の架け換えを実施（越谷市）

事 業 概 要

位 置 図

（都）浦和野田線 L=8,290m,W=25.0m（４車線）

元荒川工区
L=1.3km

供用済 供用済事業中 事業中

調査中

平面図・標準横断図

大間野南荻島線

生活道路の安全対策について

● 生活道路との接続部の処理を検討

バリケードを設置する案 接続させない案

● 大間野南荻島線の交通量増加が見込まれるため、押しボタン式信号等の設置を検討

● 荻島小への通学路を浦和野田線が横断するため、横断歩道橋等の設置を検討

自然環境・景観対策について
〇 法面や擁壁部の緑化

〇 道路と河川との間の空間に新たな
植樹を行うなど自然環境や景観に
配慮した空間形成を検討

〇 浦和野田線の整備により分断される
河川遊歩道の連続性確保

〇 季節が感じられる街路樹の樹種の選定

〇 道路付属物の色彩や街路樹の光源を工夫

法面緑化事例 河川環境整備事例（新たな植樹）

植樹帯樹種事例（モミジバフウ） 道路付属物の景観色採用事例

至 荻島小

元荒川工区平面図

各種検討事項

自然環境・景観対策について

生活道路の安全対策について

出津橋周辺の横断方法について

生活環境（騒音等）対策ついて

これまでに多くのご要望をいただいている以下の各種検討事項について、対策素案や
検討方針をお示しいたします。


